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 古
ふる

屋
や

敷
しき

割
わり

遺跡（上越市三和区上広田字古屋敷割）は、国道 253号上越三和道路の建設に伴い、約 11,000

㎡を対象に平成 31年 4月から発掘調査を行っています。 

 本遺跡は、高田平野の東部、保
ほ

倉
くら

川の支流である桑
くわ

曽
そ

根
ね

川と飯
いい

田
だ

川のほぼ中間に位置しています。

沖積地の微高地上に立地しており、標高は 13～14ｍです。 

 調査区は細長く、その中央を農道が横断しており、この農道から西側を 1区、東側を 2区と呼んで

います。1 区はすでに調査を終えており、現在は 2 区の調査を進めています。なお、2 区の北側は、

県営ほ場
じょう

整
せい

備
び

事業に伴い、平成 13年度に三和村教育委員会によって発掘調査が行われています。 



 

 1 区からは、土
ど

坑
こう

10 基、溝
みぞ

43 条、性格不明遺
い

構
こう

1 基が見つかっています。遺構の大半は平
へい

安
あん

時代

（9～11世紀）のものですが、一部、中
ちゅう

世
せい

（13～14世紀）の遺構もあります。 

 遺
い

物
ぶつ

は、平安時代の土
は

師
じ

器
き

椀
わん

・皿
さら

・甕
かめ

・小
こ

甕
がめ

、須
す

恵
え

器
き

杯
つき

・杯
つき

蓋
ふた

・甕、鉄製品、砥
と

石
いし

などが出土して

います。このうち SD62から出土した須恵器杯蓋の内面には墨痕があり、転
てん

用
よう

硯
けん

と思われます。ほか

に中世の土器である珠
す

洲
ず

焼
やき

の片
かた

口
くち

鉢
はち

・甕・壺
つぼ

、鍛
か

冶
じ

に関連した遺物である羽
は

口
ぐち

や鉄
てっ

滓
さい

なども出土して

います。また、古
こ

墳
ふん

時代の土師器高杯や甕、須恵器ハソウ（後期前半）などがわずかに出土していま

すが、遺構は見つかっていません。 

 見つかった遺構のうち、溝 SD62は調査区を横断して東西に延びる大規模な溝で、大きさは長さ

42.0ｍ以上、上幅 2.3～10.0ｍ、深さ 0.7～0.8ｍあります。溝内に砂が堆積していることや、底面が

東から西へ向かって傾斜していることなどから水路として利用されていたと考えられます。溝

SD62の西側には小さく蛇行するところがあり、その底面付近から平安時代（9世紀代）の土器や鉄

滓などがまとまって出土しています。この場所の南壁は緩やかな階段状になっていることから、溝

底まで降りて行って、これらの土器を投棄している可能性も考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1区は、溝が多く建物などが見つかっていないことから、人々が住んでいたところではなく、主に

畑などの農用地であったと思われます。 

 

 

 現在調査中ですが、2 区からは、掘立柱建物 4 棟、土坑または井戸 30 基以上、溝 8 条以上、自然

流路 1条などが見つかっています。 

 遺物は、平安時代の土師器、須恵器のほかに灰
かい

釉
ゆう

陶
とう

器
き

や風
ふう

字
じ

硯
けん

などが出土しています。このうち風

字硯は、墨をする面が左右二つに分かれた二面風字硯と思われます。また、古墳時代の須恵器ハソウ

（中期後半）などがわずかに出土していますが、遺構は見つかっていません。 

 なお、2 区の北側は、平成 13 年度に三和村教育委員会が発掘調査を行っており、平安時代から中

世にかけての掘立柱建物 11棟、井戸・土坑 114基、溝 35条が見つかっています。 

 2 区は、まだ調査中であるためはっきりとはわかっていませんが、平成 13 年度に調査された遺跡

の続きであることから、平安時代から中世にかけて断続的に営まれた集
しゅう

落
らく

であると思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


